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ゲームプレイグループ名： 

 

まちづくり計画書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税金月額      円 × 540,000 ＝                                円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体コンセプト 

予算総額 

ワークシート（様式１）

配置したコマ 金額（億円）

合計 億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

億円

予算支出 学校や役所を、どこにどう配置したか 

その理由： 

島東部の返還地はどう活用したか 

その理由： 

まちのアピールポイント 
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島民から役所に寄せられた声 

 

 学校の建て替えについて 

 

 

 

 ゴミや下水について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校が老朽化して、天井や壁のコンクリートがはげ落

ちています。これでは生徒達が危ないので、早く新しい学

校に建て替えてください。 

 また中学校が遠くて、通学が大変そうです。中には遠す

ぎて親が車で送迎している生徒もいます。 

 ゴミ処理場が無いため、ゴミの投棄が目立ちます。きちんと分別

もしないで投棄されているので、悪臭や有毒なガスまで発生してい

るところもあり、人体に悪影響ではないか不安です。 

 下水はそのまま川に流してしまっていますが、飲み水として利用

している川に汚い水を流しても大丈夫なのでしょうか？ 
返還地について 

 島東部の返還地ですが、劣化ウラン弾の射爆場だったと聞いています。

放射性物質が撒き散らされた土地に立ち入るのは、気が引けてしまいます。

また、そのような土地に観光客を招き入れるのにも問題を感じます。本当

に安全なのでしょうか？ 

 島東部の豊かな自然をウリにして、ホテルを誘致し観光を活性化さ

せましょう。そのためには観光バスがスイスイ通ることのできる広い

道路が必要です。島東部には人がギリギリ歩ける獣道しかないので、

道を拡張し舗装して、観光バスを通れるようにすべきです！ 

また大きな空港を作れば、東京や大阪から大型飛行機を直接島に着

陸させられますし、島南部にも港を造れば、スキューバダイビングに

も便利じゃないですか？ 

観光産業が発展すれば、仕事も増えて、若者も安心して島に残り働

くことができると思います。 

 私はこの島を愛しています。島東部に広が

る自然は、先祖達が守り抜いてきた貴重な財

産です。お金のために自然を破壊することは

先祖達にも申し訳がありません。 

島東部は自然公園として保護し、なるべく

道路を作ったりホテルを誘致したりするのは

控えるべきです。自然は失ってからでは取り

戻すことはできません。 

 島には小さな診療所しかないため、体の

弱いお年寄りや子ども、出産をひかえた妊

婦はとても不安です。 

沖縄本島に渡らなくても、島ですぐに高

度な医療が受けられるよう、総合病院を設

置してください。お願いします。 

島の自然について 

医療について 
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島の概要 

 

＜島の統計＞ 

人口：10,000 人 

納税者：4,500 人 

   

働いて納税している人の平均収入：年収 200 万円 

各学年の児童生徒数：130～140 人程度 

                一家族の平均人数：４～５人 

 

＜島の地理＞ 

  ① 沖縄本島より 10km 離れている。（那覇市より船で約 40 分、軽飛行機で約 10 分） 

  ② 気候は１年を通して温暖であり、沖縄本島とほぼ同じ。年間降水量は 1,500～2,000 

ミリ程度で、降水量は雨季の５月・６月が最も多く、台風が訪れる８月や９月にも多 

い。冬場は乾燥しており、１月・２月はほとんど雨が降らない。 

   ③ 水道水は川からの取水に頼っているため、雨量が少ない年は水不足になる。集落も主 

に川の近くに形成している。 

  ④ 島北部の海は赤土の流出に悩まされており、海が土色に染まる光景が頻繁に見られる。 

島南部には綺麗な海が広がり、サンゴ礁を中心に良い漁場となっているほか、ダイビ 

ングスポットとしても近年、注目を集めている。 

  ⑤ 島東部は米軍基地返還地であり、今は舗装していない獣道しかない森になっている。 

 

＜島の産業・経済＞ 

 ① 主な農産物はサトウキビ、漁業もさかんで、この２つが島内の産業の６割を占める。 

  ② 近年、エコツーリズムやダイビングを中心とした観光業も増えてきている。 

  ③ 大きな商業施設（ショッピングセンターなど）は存在しておらず、小さなスーパーが 

島内にいくつか点在している。食料や日用品、簡単な衣料品は島内のスーパーでも手 

に入るが、それ以外は沖縄本島へ買いに行かなければ手に入れることができない。 

   ④ 若者を中心にサトウキビ栽培や漁業にたずさわる者が減少し、第２次産業や第３次産 

業の就職先も不足しているため、島内で仕事を見つけられず困っている者も多い。 

  ⑤ １時間に１本、島内の集落を１周するバスが走っているが、それでは不便であるため、

各家庭は自家用車を１台所有している。観光客からは島内の交通の便が悪いとの声も 

    多い。 

  ⑥ 米軍基地ではわずかばかりの島民を雇用しているが、近年ではその数も激減している。 

また米軍基地に駐留する兵士が島内で遊ばなくなってきており、兵士の来店を目論ん 

でいた飲食店の多くが閉店に追い込まれている。 
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①  まちの中での自分の所属地域を決めましょう。まちには全部で４つの集落（北集落、東集

落、南集落、西集落）があり、どの集落も人口および人口構成は同じです。所属者のいない

集落をつくらないように、ゲーム参加者のそれぞれの所属地域を決めてください。 

※ ゲーム参加者が４人を超える場合は、新たに「新北集落」と「新東集落」のコマを切

り取り、「新北集落」を北集落の東側にある「☆」の位置に、「新東集落」を東集落の

東側にある「☆」の位置に配置し、集落の数を調整してください。 

 

 

②  所属地域が決まったら、ゲーム参加者同士で話し合って、どの公共施設をどこに配置した

ら良いのか話し合い、コマを置いていきます。必ずグループ全員で話し合って、全員が納得

するように意見をまとめてください。誰かの勝手な意見だけで、グループの意見を決めては

いけません。 

 

 

③  公共施設は、海以外の陸上なら、どこに配置してもかまいません。ただし地形上の問題で

コマの一部が多少、海にはみ出して置かれる分には問題はありません。 

 

 

④  公共施設には、配置するために必要な金額があります。配置に必要な予算は、税金として

まちに住む人々に納めてもらったお金 10 年分を利用します。予算の算出方法は、下の式の

通りです。 

     1 人当たりの税金額（月額）×12 ヶ月×10 年×4,500 人（納税者数） 

 

 

 

⑤  予算をなるべく余らせないように、税金額は、本当に必要な金額に設定してください。ま

た予算が足りなくなってもいけません。ゲームの途中で予算が足りなくなる、もしくは多く

余りすぎる事に気づいたら、その場でまた予算額を決めなおしてもかまいません。 

 

 

⑥  中学校と役所は、必ず新たに設置してください。なお、中学校も役所も現在ある場所に設

置しても構いませんが、その場合は土地の面積の問題（中学校の拡張、駐車場など役所関連

設備の拡張）により、現在の役所と中学校の敷地を合わせた土地に、新しい役所か中学校の

どちらか１つしか設置できません。 

 

 

⑦  交番・消防署および医師１人が駐在している小さな診療所は、全て役所の中に併設されま

す。また島の西部、赤く着色されている地帯は米軍基地で、住民は立ち入れません。 

ゲームの進め方 

＝ 540,000 
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政治参加を体験できる！ まちづくりゲーム 
 

 このゲームは、まちの地図の上に参加者全員で話し合ってコマ（公共施設）を置き、より住み

たくなるようなまちをつくるゲームです。まちづくりの話し合いを通して、政治参加を体験して

みよう！ 

 

まちづくりゲームの基本ルール 

 

プレイ人数：４～６人（４人推奨） 

 

 このゲームは、海に囲まれた島のまちに、新たな公共施設を設置していくゲームです。公共施

設を作るためには、お金がかかります。まちの住民が 10 年間、税金として納めたお金を使って、

公共施設を設置していきます。 

 まちの総人口は 10,000 人、働いていて税金を納めている人は、4,500 人です。 

 

人口構成 

０歳 ～ 14 歳 15 歳～64 歳 65 歳以上 

2,000 人 6,500 人 1,500 人 

 

コマ（公共施設）の配置に必要な金額 

コマ（施設） 配置金額 施設の特徴 

中学校 10 億円 子どもたちが通いやすい様にしたい 

下水処理場 10 億円 少し臭い 

ゴミ処理場 20 億円 かなり臭い 1km 以内にある家は窓を開けられない 

役所（小） 5 億円 利用しにくく、住民が自由に利用できるスペースが全くない 

役所（大） 20 億円 利用しやすく、住民が利用できる会議室や小ホールも備えてお

り、図書室も備えている 

大型空港 100 億円 大きい旅客機が着陸できる 

港 100 億円 船が停泊、出航することができる 

道路（小） 50 億円 環境に優しいが、道幅が狭くバスはすれ違いできない 

道路（大） 50 億円 道幅が広く、バスもすれ違いできるが、環境に悪い 

開発用地 5 億円 何らかの目的の為に、土地の上に建物を建設できるよう土地を

整備することができる（用地整備のみ） 

公立病院 20 億円 入院や手術、精密検査など充実した医療が受けられる 

  ※ 空港・港と道路（大）の整備には国からの補助金（国庫支出金）が出るため、地方自治

体の自己負担は建設総額（空港：1,000 億円 港：400 億円 道路：100 億円）より少

なく済んでおり、安くなっている。 



施設カード   （線に合わせてはさみで切り取って使おう！） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

 

 






